
安城蘭喜美予甥葉焉三二㍗儒碓誌

ノ

安城市制施行

安城太郎ヶ満70歳一安城市のあゆみ山を一驚

p4第11回松平シソポジクム報告［2］

P6連載「安城歴史散策
風を感じて歴史を歩く10」

P7安城新知見
「新しくわふった市域の自由民権運動関係者小笠原金平」

P8安禅文化のさと会員の案内

ラリーよかお知ら質

′ノ′こもニ“－“

愈
安城市

歴史博物館
AnjoctけMuseumo＝佃ory

ニ′〝′
〓
巨

∵′



■一．別緑．刑銅紀　　正義

蓋一蘭無糖巨木
・、　ニ　ー．■l■・

l

1952年市制施行祝賀行事ポスター

1959年伊勢湾台風による被害

東京オリンピック聖火リレー

今
年
の
五
月
五
日
、
安
城
市
は
市

制
七
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は

市
制
施
行
と
同
じ
日
に
生
ま
れ
た
「
安

城
太
郎
」
と
い
う
人
物
を
通
し
て
見

た
、
安
城
七
〇
年
の
足
跡
を
展
示
し

ま
す
。
こ
の
安
城
太
郎
は
市
域
に
住

ん
で
い
る
市
民
、
市
内
で
仕
事
に
従

事
し
て
い
る
人
々
も
含
め
た
人
物
で

あ
り
、
あ
る
部
分
は
安
城
市
を
擬
人

化
し
た
よ
う
な
人
物
で
す
。

こ
の
太
郎
の
人
生
の
転
換
期
を
四

つ
の
時
期
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

く
、
土
地
が
平
坦
と
い
う
立
地

で
あ
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、

条
例
施
行
後
す
ぐ
に
一
三
工
場

の
新
規
誘
致
が
決
定
、
そ
の
後

も
工
場
誘
致
は
順
調
で
、
財
政

再
建
団
体
も
予
定
よ
り
早
く
解

除
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
住
宅
の
需
要
が
増

え
、
秋
葉
団
地
な
ど
市
営
・
県

営
の
大
規
模
住
宅
の
建
設
も
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

太
郎
は
一
九
五
二
　
（
昭
和
二
十
七
）
年
五
月
五
日
に
誕
生

し
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て
か
ら
七
年
目
を

迎
え
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
、
日
本

が
独
立
を
果
た
し
、
戦
後
の
混
乱
も
落
ち
着
い
た
頃
で
す
。

し
か
し
ま
だ
、
食
糧
事
情
は
万
全
で
は
な
く
、
配
給
や
安
城

の
農
家
で
は
農
作
物
の
供
出
が
続
き
ま
し
た
。

戦
後
は
民
主
主
義
と
共
産
主
義
の
国
々
で
二
分
さ
れ
、
冷

戦
の
時
代
と
な
り
、
日
本
の
政
治
も
そ
の
影
響
を
受
け
、
ま
た
、

地
方
で
は
新
し
い
民
主
的
な
選
挙
、
政
治
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
九
五
五
年
の
昭
和
の
大
合
併
に
よ
っ
て
、
安
城
市
は
明

治
村
や
依
佐
美
村
の
一
部
と
合
併
し
ま
し
た
。
尾
崎
・
柿
碕

な
ど
矢
作
町
四
地
区
は
一
時
岡
崎
市
に
な
り
ま
し
た
が
、
一

九
六
〇
年
に
な
っ
て
安
城
市
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
合
併
で
一
番
の
騒
動
と
な
っ
た
の
は
東
端
地
区
で
、
合
併

賛
成
派
と
反
対
派
が
運
動
を
展
開
し
、
決
着
が
つ
く
ま
で
に

三
年
を
要
し
ま
し
た
。

太
郎
が
七
歳
に
な
っ
た
一
九
五
九
年
の
秋
、
伊
勢
湾
台
風

が
当
地
に
襲
来
し
ま
し
た
。
沿
岸
地
域
に
比
べ
て
安
城
の
被

害
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
強
風
に
よ
る
作
物
被
害
が
甚

大
で
し
た
。
ま
た
、
屋
根
の
瓦
が
飛
ば
さ
れ
、
家
屋
倒
壊
な

ど
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
、
太
郎
も
夜
中
に
怖
い
体
験
を
し
ま

加
え
て
、
土
地
開
発
業
者
に
よ
り
分
譲
住
宅
開
発
も
各
地
で

進
み
ま
し
た
。

こ
の
時
期
、
今
に
続
い
て
い
る
様
々
な
始
ま
り
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
盆
踊
り
は
市
制
施
行
と
同
じ

一
九
五
二
年
、
安
城
七
夕
ま
つ
り
は
一
九
五
四
年
、
結
婚
式

場
は
山
崎
頒
徳
会
館
で
一
九
五
五
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
市

内
初
の
信
号
機
設
置
は
一
九
六
二
年
、
横
断
歩
道
橋
は
一
九

六
四
年
で
す
。
当
地
の
名
産
の
安
城
梨
で
す
が
、
観
光
の
一

つ
と
し
て
一
九
六
二
年
か
ら
七
四
年
の
間
、
梨
狩
り
が
池
浦

町
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
九
六
三
年
に
は
東
海
道
新
幹
線
が
敷
設
、
市

域
を
横
断
し
ま
し
た
。
一
九
六
四
年
十
月
十
日
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
の
様
子
は
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
、
小
学
校
か

ら
帰
っ
た
太
郎
も
釘
付
け
に
な
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

し

た

。
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こ
の
伊
勢
湾
台
風
被
害
や
合
で

併
に
よ
る
小
中
学
校
建
設
が
過

重
と
な
っ
て
市
の
財
政
が
赤
字

と
な
り
、
と
う
と
う
一
九
六
〇

年
に
安
城
市
は
地
方
財
政
再
建

団
体
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
同
じ
年
に
市
は
工
場

誘
致
条
例
を
定
め
ま
し
た
。
日

本
経
済
は
岩
戸
景
気
の
最
中
で

も
あ
り
、
交
通
流
通
の
便
が
良

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功

は
高
度
成
長
を
成
し
遂
げ
た
日

本
が
世
界
か
ら
認
め
ら
れ
た
と

自
負
す
る
契
機
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
後
も
経
済
成
長
が
続

き
ま
し
た
。
安
城
市
に
も
一
九

六
七
年
に
日
本
電
装
安
城
工
場

や
一
九
六
九
年
に
ア
イ
シ
ン
・
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ワ
ー
ナ
ー
な
ど
自
動
車
関
連
工
場
が
で
き
、
そ
の
後
も
工
場

が
増
え
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
反
動
と
し
て
、
公
害
や
交
通
の
問
題
な
ど
も

目
立
ち
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
非
行
問
題
も
深
刻
に
な
り
ま

し
た
。
太
郎
の
住
む
安
城
の
河
川
は
油
ケ
淵
に
注
ぎ
、
油
ケ

淵
の
水
質
汚
濁
は
一
九
八
〇
年
に
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
三
位
に

入
り
、
そ
の
後
も
常
に
ワ
ー
ス
ト
上
位
で
改
善
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
油
ケ
淵
に
注
ぐ
河
川
の
浄
化
に
取
り
組
み
、

鯉
の
放
流
を
は
じ
め
、
太
郎
の
周
り
で
は
下
水
道
の
敷
設
が

進
み
ま
し
た
。
安
城
の
街
中
の
ど
こ
か
し
ら
下
水
道
管
を
通

す
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
安
城
市
は
下
水
道
、
上
水

道
の
普
及
を
第
一
に
し
、
ご
み
対
策
と
と
も
に
環
境
問
題
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

市
域
の
景
観
も
こ
の
頃
か
ら
大
き
く
変
わ
り
始
め
ま
し
た
。

一
九
七
三
年
、
市
役
所
前
に
ダ
イ
エ
ー
が
開
店
し
、
そ
の
後
、

大
型
ス
ー
パ
ー
が
進
出
し
、
太
郎
も
物
珍
し
さ
と
品
物
の
豊

富
さ
も
あ
っ
て
、
よ
く
買
い
物
に
出
か
け
ま
し
た
。

安
城
名
産
の
イ
チ
ジ
ク
は
転
作
を
契
機
に
一
九
七
一
年
頃

か
ら
つ
く
り
始
め
、
梨
は
そ
れ
ま
で
の
長
十
郡
か
ら
豊
水
・

幸
水
に
変
え
始
め
た
の
が
一
九
七
九
年
頃
か
ら
で
す
。
一
九

九
〇
年
に
安
城
で
品
種
改
良
さ
れ
た
愛
甘
水
が
初
出
荷
さ
れ

ま
薮
が
ハ
豊
水
・
幸
水
共
に
今
で
も
高
い
人
気
が
続
い
て
い

に
幸
田
町
内
の
候
補
地
等
を
押
さ
え
、
一
九
八
八
年
三
月
十

三
日
に
三
河
安
城
駅
は
開
業
し
ま
し
た
。

騒
動
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
東
海
豪
雨
、
矢
作
ダ
ム
渇
水
、

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
、
そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
の
東
日

本
大
震
災
が
轍
通
さ
れ
、
直
接
体
験
し
て
い
な
い
太
郎
で
も

何
か
し
ら
不
気
味
な
、
不
安
に
駆
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
や
お
う
な
し
に
、
生
活
の
根
本
が
災
害
対
策
を
前
提

と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
太
郎
の
近
所
の
家
が
ブ

ロ
ッ
ク
塀
か
ら
垣
根
に
変
わ
っ
た
の
も
、
市
の
補
助
金
制
度

を
利
用
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

I
T
技
術
の
変
革
で
生
活
様
式
が
急
激
に
変
化
を
し
た
の

も
、
こ
の
二
〇
〇
〇
年
前
後
で
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
使
え
な
い
と
情
報
弱
者
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

都
が
成
人
式
を
迎
え
た
の
は
一
九
七
三
年
で
す
。
安
城

で
成
人
式
が
始
ま
っ
た
の
は

お
そ
ら
く
一
九
五
七
年
と

患
わ
れ
ま
す
。
今
の
成
人
式

は
女
性
が
着
物
姿
で
参
加
す

若
の
が
当
た
り
前
上
な
っ
て

い
ま
す
が
、
は
じ
め
の
頃
は

新
生
活
連
動
が
盛
ん
で
、
そ

の
倹
約
の
一
つ
と
し
て
女
性

牒
ス
ー
ツ
着
で
の
参
緬
が
奨

′
励
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
、

′
　
ま
た
、
西
三
河
で
の
新
幹

の
新
駅
の
誘
致
合
儀
が
一

八
二
年
に
起
き
、
翌
々
年

長
か
っ
た
昭
和
が
終
わ
り
、
平
成
と
元
号
が
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
年
に
は
六
月
に
中
国
で
天
安
門
事
件
、
十
一
月
に

は
東
西
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
が
あ
り
、
日
本
で
は

消
費
税
が
導
入
さ
れ
、
日
米
構
造
協
議
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、

そ
れ
ま
で
の
日
本
の
常
識
が
変
化
し
て
行
く
兆
し
が
見
え
て

き
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
景
気
は
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
一
（
平
成
三
）

年
ま
で
で
、
そ
の
後
長
い
不
景
気
が
つ
づ
き
ま
し
た
。
二
〇

〇
八
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
金
融
危

機
が
起
き
、
日
本
の
大
幅
な
景
気
後
退
に
繋
が
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
を
境
に
制
限
さ
れ
て
い
た
大
型
ス
ー
パ
ー
の

進
出
が
顕
著
と
な
り
ま
し
た
。
何
で
も
揃
う
大
型
ス
ー
パ
ー

は
消
費
者
で
あ
る
太
郎
か
ら
す
る
と
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
が
、
駅
前
商
店
街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
椰
給

さ
れ
る
ほ
ど
閉
店
す
る
と
こ
ろ
が
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。

太
郎
の
周
り
で
は
、
新
た
な
時
代
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
の

反
面
、
社
会
不
安
が
多
く
あ
っ
た
時
期
で
し
た
。
一
九
九
〇

年
代
に
は
湾
岸
戦
争
、
雲
仙
普
賢
岳
噴
火
、
冷
害
と
米
の
緊
急

輸
入
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、
狂
牛
病
、
〝
大
腸
菌
0
－
1
5
7

六
〇
歳
に
な
っ
た
太
郎
は
ま

だ
ま
だ
健
在
で
す
。
安
城
市
は

継
続
し
て
女
性
問
題
や
環
境
・

福
祉
・
防
災
・
健
康
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
安
城
の

暮
ら
し
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
安
城
市
で

も
外
国
人
在
住
者
が
増
え
、
日

本
の
労
働
力
不
足
は
太
郎
の
周

辺
ま
で
広
が
っ
て
き
た
と
感
じ

る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

大
型
ス
ー
パ
ー
の
象
徴
で

あ
っ
た
太
郎
の
近
所
の
サ
ン
テ

ラ
ス
安
城
が
二
〇
一
五
年
に
閉

店
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
に
は
ザ

モ
ー
ル
安
城
も
閉
店
し
、

大
型
ス
ー
パ
ー
も
去
就
が
難
し
い
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
コ
　
「

ロ
ナ
禍
に
よ
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
今
後
、
安
城
の
景
　
〆

観
を
変
え
る
要
因
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

安
城
の
七
〇
年
を
　
「
安
城
太
郎
」
　
が
精
一
杯
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
歴
史
博
物
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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村岡幹生氏（中京大学名誉教授）

コーディネーター

谷口央氏（東京都立大学教授）

妥
蟻
酸
平
家
の
異
端
兜
清
廉
硲

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
十
月
三
十
一
日
の
日
曜
日
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
1
1
回

松
平
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
安
城
り
ハ
代
岡
崎
殿
－
安
城
松
平
家
の
異
端
児
清
康
－
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
刊
の
「
れ
き
し
み
ち
」
一
二
三
号
で
は
、
三
氏
に
よ
る
基
調
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
後
半
の
討
論
部
分
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
司
会
）
を
谷
口
央
氏
（
東
京
都
立
大
学
教
授
）
に
代
え
、
村
岡
幹
生
氏
（
中
京

大
学
名
誉
教
授
）
、
平
野
明
夫
氏
（
国
学
院
大
学
講
師
）
、
山
田
邦
明
氏
（
愛
知
大
学
教
授
）
、
柳
沢
昌
紀

氏
（
中
京
大
学
教
授
）
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
討
論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

野

平
野
氏
は
報
告
の
補
足
と
し
て
、
「
清
康
が

家
督
を
継
ぐ
前
年
の
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）

五
月
の
こ
ろ
清
康
と
岡
崎
松
平
の
戦
い
が

あ
っ
た
」
こ
と
を
加
え
た
。

村
岡
氏
は
そ
れ
に
続
け
て
、
「
そ
の
合
戦
に

ょ
る
奉
加
帳
（
欠
年
月
日
「
松
平
一
門
・
家
臣

奉
加
帳
写
」
）
が
お
そ
ら
く
大
永
三
年
に
作
成

さ
れ
た
。
安
城
松
平
家
と
岡
崎
松
平
家
と
の

合
戦
の
解
決
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
来
岡

崎
松
平
家
の
領
地
で
あ
っ
た
山
中
（
岡
崎
市
）

に
安
城
松
平
家
出
身
の
清
康
が
入
っ
た
。
こ

れ
を
お
膳
立
て
し
た
の
が
『
三
河
物
語
』
の
作

者
大
久
保
忠
教
の
先
祖
大
久
保
氏
で
、
大
久

保
氏
は
そ
れ
以
前
、
岡
崎
松
平
家
の
家
臣

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
安
城
松
平
家
に

お
い
て
は
清
康

の
叔
父
信
定
が

実
力
も
あ
り
安

定
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、

後
継
者
に
据
え
…

ら
れ
た
。
信
忠
の
息
子
清
康
は
ま
だ
若
す
ぎ

る
た
め
家
督
相
続
が
す
ん
な
り
と
出
来
な
い

状
況
で
、
ま
た
安
城
松
平
家
の
家
臣
団
の
分

裂
の
原
因
に
も
な
る
危
険
な
要
素
で
あ
っ

た
。
岡
崎
松
平
家
に
と
っ
て
も
、
安
城
松
平
家

か
ら
の
人
質
な
の
で
、
岡
崎
松
平
家
は
自
己

の
領
地
内
に
清
康
を
取
り
込
み
、
清
康
の
山

中
進
出
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
大
胆
に

考
え
ら
れ
る
」
と
し
た
。

山
田
氏
は
、
「
清
康
が
山
中
城
を
奪
取
し

て
、
そ
の
あ
と
岡
崎
を
支
配
下
に
し
た
順
番

で
、
清
康
は
清
孝
と
称
し
て
い
た
段
階
で
は

む
し
ろ
山
中
あ
た
り
に
拠
点
を
も
っ
て
い

て
、
そ
し
て
『
宗
長
手
記
』
に
あ
る
岡
崎
の
『
松

平
次
郎
三
郎
の
家
城
也
』
と
家
城
が
あ
っ
た

と
す
る
大
永
七
年
の
段
階
に
は
、
あ
き
ら
か

に
岡
崎
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

が
想
定
で
き
る
」
と
し
た
。

三
河
以
来
の
三
譜
代
に
つ
い
て
村
岡
氏

は
、
「
安
城
譜
代
は
清
康
以
前
の
三
代
に
わ
た

る
安
城
時
代
か
ら
仕
え
て
き
た
譜
代
家
臣
を

あ
ら
わ
す
が
、
山
中
譜
代
は
清
康
が
山
中
に

居
た
時
期
、
ほ
ん
の
二
、
三
年
し
か
な
い
と
い

う
い
び
つ
さ
が
あ
る
。
山
中
譜
代
が
あ
る
理

由
は
、
大
久
保
氏
の
先
祖
が
こ
の
時
に
清
康

を
迎
え
入
れ
て
臣
従
し
た
、
そ
れ
以
来
松
平

氏
を
支
え
て
き
た
ん
だ
と
い
う
自
負
か
ら
く

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
形
で
『
三
河
物

語
』
を
読
め
ば
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
、
先
祖

以
来
大
久
保
氏
で
重
視
さ
れ
て
い
た
伝
承
を

『
三
河
物
語
』
の
中
に
書
き
込
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ

ル
性
が
み
ら
れ
、
守
山
崩
れ
の
記
述
の
よ
う

な
、
他
所
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
」
と
し
た
。

谷
口
氏
は
、
「
家
の
中
で
使
わ
れ
る
予
定

だ
っ
た
『
三
河
物
語
』
な
ら
で
は
と
い
う
風
な

と
こ
ろ
で
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。
清
康
と

そ
の
家
臣
団
の
作
ら
れ
方
、
ま
た
清
康
の
山

中
か
ら
岡
崎
へ
の
動
き
が
こ
こ
で
少
し
確
認

で
き
る
部
分
が
あ
っ
た
の
か
な
と
感
じ
る
。

ま
だ
ま
だ
議

論
し
た
い
と

こ
ろ
で
も
あ

る
」
と
し
た
。

・
本
名
に
つ
い
て

平
野
氏
は
、
「
松
平
が
初
期
に
称
し
て
い
た

の
は
『
賀
茂
氏
』
で
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
、
代
々

い
わ
ゆ
る
歴
代
当
主
は
何
を
称
し
て
い
た
か

と
い
う
と
実
際
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
清
康

は
お
そ
ら
く
源
を
意
識
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
世
良
田
氏
と
い
う
の
が
い
わ

ゆ
る
新
田
源
氏
の
一
族
と
い
う
事
に
な
る
の

で
、
源
を
意
識
し
て
い
た
。
付
け
加
え
る
と
、

た
ぶ
ん
家
康
も
源
を
ず
っ
と
意
識
し
て
い

た
。
家
康
の
叙
爵
の
時
に
は
藤
原
に
な
る
が
、

領
国
内
で
は
ず
っ
と
源
を
使
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
豊
臣
政
権
の
中
で

は
豊
臣
を
使
う
が
、
実
際
に
関
東
の
領
国
内

を
支
配
す
る
上
で
は
源
姓
で
、
恐
ら
く
こ
れ



柳沢昌紀氏（中京大学教授）

山田邦明氏（愛知大学教授）

平野明夫氏（囲学院大学講師）

は
ほ
か
の
大
名
も
そ
う
い
う
使
い
分
け
を
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
家
康
の
意
識
の
源
、
そ
の

意
識
の
源
泉
は
清
康
だ
ろ
う
」
と
し
た
。

村
岡
氏
は
、
「
清
康
の
名
前
は
、
も
と
も
と

清
孝
で
、
孝
の
字
は
父
親
信
忠
の
法
名
の
泰

孝
に
よ
る
も
の
。
信
忠
の
子
は
清
孝
、
信
孝
、

康
孝
と
す
べ
て
孝
を
つ
け
て
い
る
。
清
康
が

二
十
歳
の
年
齢
位
だ
と
駆
け
引
き
が
で
き

る
状
態
に
な
っ
た
段
階
で
あ
ろ
う
、
清
康
が

安
城
松
平
家
の
鬼
子
と
い
う
の
は
、
親
の
い

な
い
子
供
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
た
い
」
と

し
た
。三

河
物
語
の
清
康
像
　
虐
㌢

績
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
長
忠
と
か
の
時

代
に
守
山
を
手
に
入
れ
て
、
実
際
に
は
桜
井

松
平
家
の
当
主
だ
っ
た
信
定
が
そ
こ
に
入
っ

た
と
、
そ
う
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
る
。
守
山

を
本
拠
地
と
し
て
保
持
し
て
い
た
の
は
信
定

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
っ
た
く
『
三
河
物

語
』
の
せ
い
で
清
康
の
死
は
必
要
以
上
に
舷

め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
た
。

柳
沢
氏
は
、
「
『
松
平
記
』
は
と
に
か
く
こ
の

守
山
崩
れ
の
時
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、
そ

れ
以
前
の
記
述
は
『
松
平
記
』
に
は
な
い
。
村

岡
氏
の
考
え
で
は
何
か
あ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
と
の
事
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
清
康
の
記

述
部
分
の
元
ネ
タ
の
よ
う
な
も
の
は
見
つ

谷
口
氏
の
「
清
康
は
若
く
し
て
死
ん
だ
の

に
も
関
わ
ら
ず
大
忙
し
な
人
生
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
記
述
の
『
三
河
物
語
』
を
ど
う
考

え
た
ら
よ
い
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
村
岡

氏
は
、
「
や
は
り
『
松
平
記
』
の
完
全
な
盗
用

で
、
部
分
的
に
大
久
保
家
が
関
わ
っ
た
戦
闘

の
部
分
だ
け
は
『
松
平
記
』
の
記
事
を
修
正
し

て
い
る
。
し
か
し
、
『
三
河
物
語
』
の
全
体
的
な

記
事
の
構
成
は
『
松
平
記
』
を
全
部
そ
の
ま
ま

使
わ
れ
て
い
る
」
と
し
た
。

ま
た
山
田
氏
は
、
「
岩
崎
（
日
進
市
）
・
品
野

（
瀬
戸
市
）
を
占
領
し
守
山
（
名
古
屋
市
守
山

区
）
と
関
係
を
持
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は

岩
崎
二
品
野
を
通
ら
な
い
と
守
山
に
行
け
な

か
　
っ
　
て
　
い
な

い
、
と
い
う
の

が
正
直
な
と
こ

ろ
」
と
し
た
。∵
∵
．
／

い
」
と
し
た
。
続

け
て
、
「
こ
の
件

は
清
康
の
業
績

で
は
な
く
て
、

も
っ
と
前
、
松

平
氏
全
体
の
業

村
岡
氏
は
、
「
清
康
が
『
安
城
四
代
』
（
天
文

四
年
八
一
五
三
五
）
「
大
樹
寺
多
宝
塔
心
柱
墨

書
銘
写
」
）
を
名
乗
っ
た
と
い
う
の
は
、
信
走

と
の
間
で
の
同
意
が
あ
っ
た
。
そ
の
契
機
は

父
信
忠
の
死
去
（
享
禄
四
年
八
一
五
三
一
）
）
で

あ
ろ
う
。
改
め
て
安
城
家
の
跡
継
ぎ
は
誰
な

の
か
と
い
う
事
が
問
題
と
な
り
、
は
っ
き
り

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
の
中
で
、
岡

崎
で
成
長
、
成
功
し
た
清
康
に
安
城
四
代
の

名
乗
り
を
容
認
し
た
。
し
か
し
安
城
城
は
信

定
の
も
の
。
安
城
松
平
家
が
尾
張
方
面
に
築

い
て
き
た
も
の
も
す
べ
て
一
応
清
康
の
管
轄

下
に
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
守
山
に
清
康

が
行
軍
し
た
の
も
、
松
平
氏
の
西
の
方
の
最

前
線
の
守
山
城
を
清
康
が
視
察
し
た
い
と

か
、
あ
る
い
は
清
康
を
主
客
と
し
て
何
ら
か

の
パ
ー
テ
ィ
ー
か
、
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
も

の
が
催
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
『
松
平

記
』
も
『
三
河
物
語
』
も
信
定
の
陰
謀
、
謀
反
を

匂
わ
す
だ
け
で
、
そ
の
事
実
は
一
つ
も
書
か

れ
て
い
な
い
。
清
康
は
異
端
児
で
は
あ
る
が
、

安
城
松
平
家
へ
の
先
祖
返
り
み
た
い
な
こ
と

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
譜
代
の
岡

崎
家
臣
た
ち
の
不
安
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
れ

の
代
表
格
が
阿
部
大
蔵
だ
と
思
う
」
（
阿
部
大

蔵
陰
謀
説
）
と
し
た
。

平
野
氏
は
全
く
違
う
風
に
考
え
て
い
る
と

し
て
、
「
安
城
四
代
の
名
乗
り
は
別
に
誰
の
許

可
も
得
ず
、
清
康
が
自
分
勝
手
に
言
っ
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。
守
山
が
信
定
の
居
城
だ

ろ
う
と
い
う
事
に
な
る
と
、
や
は
り
、
守
山
を

清
康
が
攻
め
に
行
っ
た
と
し
て
い
い
。
守
山

攻
め
は
、
全
国
的
に
展
開
し
て
い
る
『
天
文
の

内
証
』
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。
天
文
年
間

（
一
五
三
二
～
五
五
）
、
二
四
年
間
と
長
い
が
、

そ
の
中
で
北
は
伊
達
氏
か
ら
南
は
島
津
氏
ま

で
天
文
期
に
内
証
が
た
く
さ
ん
起
り
、
そ
の

中
の
一
つ
だ
ろ
う
」
と
し
た
。

そ
れ
に
対
し
村
岡
氏
は
、
「
守
山
崩
れ
を

『
三
河
物
語
』
で
は
非
常
に
い
や
ら
し
い
陰
謀

家
と
し
て
描
か
れ
る
信
走
の
仕
業
と
し
な
い

の
か
、
清
康
が
正
々
堂
々
と
戦
を
挑
ん
で
負

け
た
、
武
将
の
筋
を
通
し
た
と
ど
う
し
て
書

か
な
い
の
か
、
家
臣
に
変
な
事
で
切
り
殺
さ

れ
た
情
け
な
い
死
に
方
で
描
か
れ
て
い
る
」

と
疑
問
を
呈
し
た
。
さ
ら
に
、
「
武
将
の
死
を

美
化
せ
ず
、
清
康
を
脆
め
て
る
記
述
と
な
っ

て
い
る
。
な
ぜ
つ
ま
ら
な
い
殺
さ
れ
方
、
あ
っ

け
な
い
死
に
方
な
の
か
。
武
家
の
史
書
と
し

て
見
る
な
ら
ば
、
政
敵
と
戦
っ
て
果
た
せ
な

か
っ
た
、
と
い
う
事
を
書
く
の
が
筋
と
思
わ

れ
る
。
や
は
り
『
三
河
物
語
』
は
意
図
的
に
真

相
を
ば
か
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
し

た。

対
し
て
平
野

氏
は
、
「
清
康
死

後
に
阿
部
大
蔵

が
広
忠
を
抱
え

て
脱
出
し
た
と

も
考
え
て
い
な
い
。
信
定
が
岡
崎
に
入
城
し

た
の
で
、
信
定
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
阿
部
大
蔵

が
ど
う
い
う
形
で
関
わ
っ
て
い
た
か
は
不
明

だ
が
、
追
放
先
か
ら
広
忠
を
脱
出
さ
せ
た
と

考
え
る
。
村
岡
氏
と
は
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
が

全
く
違
う
」
と
し
た
。

谷
口
氏
は
、
「
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
聴
講
者
に

と
っ
て
、
清
康
は
や
は
り
謎
の
人
物
と
い
う

こ
と
が
理
解
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
今
回
は

直
接
的
な
史
料
か
ら
、
ま
た
三
河
全
体
の
も

し
く
は
日
本
全
体
の
流
れ
の
中
か
ら
、
さ
ら

に
は
文
学
的
な
視
点
か
ら
討
論
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
考
察
が
必
要
で
あ
る
」
と

ま
と
め
た
。

次
回
は
令
和
五
年
二
月
こ
ろ
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。
論
題
は
未
定
で
す
が
、
N
H
K
大

河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
に
関
連
づ
け
た

内
容
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

文
責
‥
三
島
一
信



今池小学区（今池町、住吉町の一部）

をめぐる約3．‘kmのコース。

■に気をつけて！

昭和4】年に今村町から分割されて

できた今池町の名前の由来を隅べる

のもおもしろいですね。

写真①工場専用線の橋脚遺構

写真（さ板倉農場があった場所に立つ石碑

一＿泄：†∴

住宅地讐店■（大型スーパー専お店）　日　田

rコエ壌　堅≡‡］公共の削（公民脚）［二已畑

「昭和初期の板倉■qJの写1は

このあたりから縫影きれた風上です。

鮎■書の当時の耕作洞は

釣4町2辰（4．2ha）もあったそうです。

駅

に

窃
盗
遍
箆
露
露
　
文
責
‥
片
岡
晃
（
安
城
市
歴
史
博
物
館
館
長
）

風
を

愛
知
紡
績
と
工
場
専
用
線

愛
知
紡
績
安
城
工
場
（
昭
和
二
十
三
年
設

立
）
は
、
紡
績
業
の
斜
陽
化
に
よ
り
昭
和
五
十

八
年
に
閉
鎖
さ
れ
ま
す
が
、
当
時
従
業
員
五

百
人
ほ
ど
の
か
な
り
大
き
な
工
場
で
し
た
。

愛
知
紡
績
の
前
身
は
、
愛
知
航
空
機
と
い
う

飛
行
機
の
部
品
を
つ
く
る
軍
需
工
場
で
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
前
を
た
ど
る
と
、
こ
の

場
所
に
は
、
京
都
か
ら
誘
致
さ
れ
た
辻
紡
績

安
城
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。
「
農
村
都
市
」
を

常
上
を
歩
く
1
0

今
池
小
学
校
は
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
市
内
一
九
番
目
の

小
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
小
学
校
と
北
側
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
か
つ
て
の
愛
知
紡
績
の
敷
地
内
に
建
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
、
そ
の

名
残
を
探
し
に
小
学
校
の
北
、
新
安
城
駅
方
面
に
向
か
い
ま
す
。

目
標
に
掲
げ
、
当
時
の
安
城
町
長
の
岡
田
菊
次

郎
を
始
め
多
く
の
方
が
奔
走
し
て
昭
和
九
年

に
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
昭
和
十
五
年
に

は
、
従
業
員
七
百
人
余
の
大
工
場
で
し
た
。

こ
の
辻
紡
績
か
ら
愛
知
紡
績
ま
で
の
時
代

の
名
残
を
示
す
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
二
つ

と
も
、
西
尾
線
に
接
続
し
て
い
た
工
場
専
用
線

に
つ
い
て
の
も
の
で
す
。
一
つ
め
は
、
専
用
線

が
用
水
を
渡
る
た
め
に
建
造
さ
れ
た
橋
脚
部

分
の
遺
構
で

参
照
）
輸
送
手
段

が
鉄
道
の
時
代
で

あ
っ
た
の
で
、
資

材
や
製
造
品
の
運

搬
に
活
用
さ
れ
ま

し
た
。辻
紡
績
と
同
様

に
、
戦
前
・
戦
中
か

ら
、
こ
の
地
に
設

置
さ
れ
た
二
大
工

倉
農
場
を
訪
れ
て

い
ま
す
。
板
倉
農
場
と
は

板
倉
源
太
郎
が
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
と
工

夫
に
よ
り
、
愛
知

県
立
農
林
学
校
の

初
代
校
長
、
山
崎

延
吉
が
進
め
た
多

角
形
農
業
を
実
践

す
。
（
写
真
・

図
①
）
二
つ

め
は
、
コ
ー

プ
野
村
の
敷

地
か
ら
前
之

池
公
園
を
左

手
に
見
な
が

ら
進
み
、
橋

脚
遺
構
を
め

ざ
す
弓
状
の

道
路
で
す
。

こ
れ
は
、
か

っ
て
今
村
駅

（
昭
和
四
十

五
年
に
新
安

城称）

か
ら

改工

場
ま
で
貨
車

専
用
線
路
が

あ
っ
た
場
所

を
示
し
て
い

ま
す
。
（
上
図

場
が
安
城
町
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
昭
和
十
四
年
に
誘
致
さ
れ
た
ワ
シ

ノ
機
械
今
村
工
場
と
昭
和
二
十
年
に
名
古
屋

よ
り
疎
開
移
転
し
た
牧
田
電
機
製
作
所
で
す
。

紆
余
曲
折
が
あ
り
、
ワ
シ
ノ
機
械
の
工
場
が

あ
っ
た
場
所
に
は
大
型
ス
ー
パ
ー
、
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
が
建
ち
、
牧
田
電
機
製
作
所
は
電

動
工
具
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
、
株
式
会
社
マ
キ

タ
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
散
歩
の
道

沿
い
に
あ
る
イ
ノ
ア
ッ
ク
（
昭
和
三
十
六
年
、

井
上
護
諌
工
業
と
し
て
操
業
）
も
長
く
こ
の
地

に
あ
る
工
場
で
す
。

板
倉
農
場
は
関
わ
る
二
つ
の
石
碑

明
治
用
水
中
井
筋
に
入
る
手
前
に
形
が
違

う
二
つ
の
石
碑
（
写
真
・
図
②
）
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
「
日
独
青
年
友

好
記
念
、
ヒ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
視
察
記
念

碑
」
で
す
。
昭
和
十
三
年
に
来
日
し
た
ド
イ
ツ

の
青
少
年
団
が
農
村
見
学
を
希
望
し
た
際
の

一
つ
に
安
城
町
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
年
十
月

に
、
ユ
ー
ゲ
ン
ト
一
行
は
、
農
事
試
験
場
や
板

し
発
展
さ
せ
た
模
範
的
な
農
場
で
し
た
。
源
太

郎
は
、
米
、
麦
を
作
り
、
ス
イ
カ
、
キ
ャ
ベ
ツ
等

の
野
菜
を
栽
培
し
、
梨
、
柿
等
の
果
樹
を
植
え

付
け
る
と
い
う
経
営
の
複
式
化
を
実
践
し
た

り
、
豚
を
飼
育
し
堆
肥
を
つ
く
り
肥
料
の
自
給

に
努
め
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
事
試
験
場

の
指
導
も
受
け
農
業
技
術
の
改
良
、
研
究
を
怠

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
業
不
況
の
中
、
多
角
形

農
業
で
安
定
し
た
収
入
を
得
て
い
た
板
倉
農

場
に
は
多
く
の
視
察
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
も
う

一
つ
の
碑
に
は
「
秩
父
宮
両
殿
下
御
視
察
之

庭
」
と
あ
り
ま
す
。
昭
和
十
二
年
に
秩
父
宮
同

妃
両
殿
下
が
視
察
に
訪
れ
た
時
の
感
動
を
源

太
郎
は
「
板
倉
農
場
誌
」
に
記
し
て
い
ま
す
。

目
の
前
は
広
が
る
風
景
呟
…

明
治
用
水
（
中
井
筋
）
が
地
下
を
流
れ
る
自

転
車
道
を
東
に
向
か
う
と
田
園
が
広
が
り
ま

す
。
こ
の
場
所
の
字
は
上
倉
と
言
い
ま
す
。
明

治
用
水
開
通
以
前
は
、
農
業
用
水
と
し
て
重
要

な
役
を
担
っ
て
い
た
上
倉
池
の
あ
っ
た
場
所

です。



新しくわかった
市域の自由民権運動問係者

小笠原金平

自由党懇親全集員録

∵二・新．≡

筆
者
も
執
筆
に
加
わ
っ
て
い
た
『
新
編
安

城
市
史
3
通
史
編
近
代
』
　
（
二
〇
〇
八
年
）
が

刊
行
さ
れ
て
か
ら
十
数
年
が
過
ぎ
、
新
し
く

書
き
加
え
た
い
こ
と
も
出
て
き
ま
し
た
。

碧
海
郡
一
帯
は
、
垂
原
潜
大
参
事
だ
っ
た

内
藤
魯
一
を
中
心
に
し
て
自
由
民
権
運
動
が

盛
ん
な
地
域
で
し
た
。
『
市
史
』
　
で
も
、
市
域

の
自
由
民
権
運
動
関
係
者
と
し
て
城
ケ
入
村

城
泉
寺
の
僧
侶
川
那
辺
義
道
、
福
釜
村
の
江

川
甚
太
郎
、
さ
ら
に
和
泉
村
出
身
の
渋
谷
良

平
を
あ
げ
て
お
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
も
う

一
人
自
由
民
権
運
動
と
接
点
を
持
つ
人
物
が

い
ま
し
た
。
二
本
木
の
小
笠
原
金
平
と
い
う

人
物
で
す
。

二
本
木
町
郷
土
史
資
料

編
編
集
委
員
会
『
二
本
木

郷
土
史
　
資
料
編
』
　
（
同
委

員
会
、
一
九
八
五
年
）
　
に

よ
れ
ば
、
小
笠
原
金
平
は
、

安
政
六
年
（
一
八
五
八
）

の
生
ま
れ
。
父
親
の
小
笠

原
藤
五
郎
は
垂
原
藩
士
で

し
た
。
金
平
は
重
原
藩
の

藩
校
義
正
館
で
漢
学
を
学

び
、
名
古
屋
や
大
阪
で
も

勉
学
を
重
ね
、
明
治
十
三

年
（
一
八
八
〇
）
　
に
小
学

校
の
教
員
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
、
明
治
十
四

年
（
一
八
八
一
）
六
月
十

八
日
に
岡
崎
で
開
か
れ
た

「
愛
知
県
尾
三
両
国
自
由
党

懇
談
会
」
　
に
は
、
内
藤
魯

一
を
は
じ
め
県
内
の
六
八
人
の
自
由
民
権
運

動
賛
同
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
名
簿
（
『
自

由
党
懇
親
会
集
員
録
』
一
八
八
一
年
、
知
立

市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
）
　
の
な
か
に
小
笠

原
金
平
の
名
が
あ
る
の
で
す
。
居
住
地
は
「
野

田
村
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
野
田
村
は
、
基

本
的
に
は
刈
谷
市
域
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
場
合
の
野
田
村
と
は
、
野
田
村
の
出
郷
で

あ
る
二
本
木
の
こ
と
で
し
た
。
し
た
が
っ
て

小
笠
原
は
市
域
の
自
由
民
権
運
動
関
係
者
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
指
摘
し
た

の
は
市
内
の
中
学
生
内
藤
今
日
子
さ
ん
で
す
。

内
藤
さ
ん
は
、
昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
「
第

1
6
回
安
禅
文
化
の
さ
と
ま
つ
り
」
の
な
か
の

「
歴
史
の
ひ
ろ
ば
展
」
　
で
展
示
さ
れ
た
「
三
河

の
自
由
民
権
運
動
」
　
と
い
う
研
究
で
、
そ
の

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
小
笠
原
の
こ
と
を

見
逃
し
て
い
た
の
は
、
『
新
編
安
城
市
史
』
　
の

執
筆
者
と
し
て
汗
顔
の
至
り
と
い
う
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

と
は
い
え
、
小
笠
原
と
そ
の
後
の
自
由
民

権
運
動
の
か
か
わ
り
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

『
二
本
木
郷
土
史
資
料
編
』
　
に
は
小
笠
原
が
郡

内
各
地
の
小
学
校
教
員
（
訓
導
・
校
長
）
を

つ
と
め
た
と
あ
り
ま
す
が
、
自
由
民
権
運
動

と
の
関
係
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の

課
題
で
す
。
と
く
に
若
い
研
究
者
の
皆
さ
ん

が
そ
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。（

新
編
西
尾
市
史
編
集
委
員
・

元
新
編
安
城
市
史
調
査
執
筆
委
員
）
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展覧会をお得に何度も観たい。どんな催しがあるか知りたい。

歴史やアートをもっと身近に感じたい。などなど・‥
「さと会員」になって、安禅文化のさとをまるごと楽しんでみませんか。

入会について

会費：500円

層安禅文化のさと（歴史博物館、市民ギャラリー、埋蔵文化財センターなど）の最新情報をお届け！

鰹要歴史博物館の常設展観覧料が年間通じて無料

転萱歴史博物館の有料展示観覧料が2割引！

厩ぶちす伽排店のお食事・ドリンク500円分割引！

匡会員限定「さとスタンプラリー」にチャレンジスタンプ数に応じた景品をプレゼント！

【入会受付】令和4年4月1日（金）～

【支払方法】歴史博物館受付かお振込みの2通り。詳細はお問合せください。

安城市民ギャラリーよりお知らせ

懐かしの“車”写生＆写真作品展
市民ギャラリー企画展
「成田満喜子属人、色、模様」

済蟻
．→

懐かしの“車”写生大会＆写真撮影会の作品を

展示します。
（写生大会＆写真撮影会は4月9日（土）に行います。）

［開催期間］令和4年4月23日（土）～5月1日（日）

［休　館　日］月曜日

［時　間］9：00～17：00

［会　場］市民ギャラリー展示室D・E

［規　賃　料］観覧無料

成田満喜子《遥かな刻》

本市を中心に活躍し、人物像を多く手掛けた
成田満喜子の色彩豊かな日本画の軌跡を
紹介します。

［開催期間］令和4年6月25日（土）～7月9日（土）

［休　館　日］月曜日

［時　間］9：00～17：00（入館は16：30まで）

［会　場］市民ギャラリー展示室D・E

［戟　覧　料］観覧無料

1鼠安禅文化のさと
「安祥文化のさと」とは安城市にある松平氏四代50年の

居城跡を整備した安祥城址公園一帯の名称です

［全舘共通事項〕

住　所／〒446－0026愛知県安城市安城町域堀30番地

休館日／毎週月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始（12／28－1／4）

安城市歴史博物館　　　　　開館時間／9：00～17：00

TEL：0566－77－6655　FAX0566－77－6600

安城市民ギャラリー　　　　開館時間／9．00～17．00
TEL：0566－77－6853　FAX．0566777－4491

安城市埋蔵文化財センター　開館時間／9：00～17▲00
TEL0566－77－4477　FAX O566・77・6600

安祥公民館　　　　　　　開館時間／9．00～21・00

TEL．0566－77－5070　FAX：0566－77－6062

公式HP、SNSもご覧ください

∪訂．誌鵠山票日岡「毒


